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§１．研究成果の概要 

 

柴田グループは、有機フッ化物とアリールアルカンのクロスカップリング反応を検討した。その結

果、典型元素試薬と塩基を組み合わせることにより、効率的に有機フッ化物とアリールアルカンのク

ロスカップリング反応が起こることを見出した。反応は室温条件下で首尾良く進行し、従来必要とさ

れていた遷移金属触媒を用いることなく反応することがわかった。また、2 種類の代替フロン

（HFC)、HFC-23 と HFC-125 を用いて、連続フロー式ペルフルオロアルキル化によりエステルか

ら医薬・農薬品の開発に有用なトリフルオロメチルケトンおよびペンタフルオロエチルケトンに化学

変換する手法を見出した。本手法は、把握しきれないほど大量に保管されている HFC を最小限の

スペースで連続的に、利用価値の高いフルオロアルキルケトン類に変換することが出来る。網井グ

ループは、HFC-23 由来のカルビノールを用いる「資源循環型」クロスカップリング反応を設計し、

（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン型のカルビノールを用いることにより、効率の良い芳香族トリフルオ

ロメチル化反応を見出した。堀グループは、フッ化ビニリデン(CH2=CF2, VDF)と 2-トリフルオロメ

チルアクリル酸（CH2=C(CF3)COOH, MAF)の共重合体である poly(VDF-co-MAF)の亜臨界水分

解を検討した。その結果、フッ化物イオンが 89%の収率で得られ、全有機体炭素（TOC）量は炭素

原子の物質量の 4%まで減少した。さらに反応液に水酸化カルシウムを添加し、精製することによ

り、純粋なフッ素カルシウムを 59%の収率で得ることができた。前川グループは PTFE や ETFE な

どのフッ素系高分子に対する室温での放射線照射を実施し、発生する低分子化合物・ガスの生成

を調べた。真空中でコバルト 60 線源からのガンマ線を最大 330 kGy 照射し、発生するガスの収

量・組成を評価することができた。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）柴田グループ（名古屋工業大学） 

① 研究代表者：柴田 哲男 （名古屋工業大学大学院工学研究科 教授） 

② 研究項目   

・有機フッ素化合物における共有結合の選択的切断  

1.C-F 結合選択的切断 

2.CF-H 結合選択的切断 

3.CF-CF 結合選択的切断 

4.ペルフルオロ化合物の完全分解 

 

（2）網井グループ（群馬大学） 

① 主たる共同研究者：網井 秀樹 （群馬大学大学院理工学府 教授） 

② 研究項目 

・フッ素活性種ストレージ法に基づく有用フッ素化合物の合成 

・フッ素系長鎖カルボン酸の部分変換・部分分解法の開発 

 

（3）堀グループ（神奈川大学） 

① 主たる共同研究者：堀 久男 （神奈川大学理学部 教授） 

② 研究項目 

・フッ素樹脂の無機フッ素への変換 

 

（４）前川グループ（量子科学技術研究開発機構） 

① 主たる共同研究者：前川 康成 （量子科学技術研究開発機構量子ビーム科学部門 副所

長） 

② 研究項目 

・フッ素系高分子の放射線分解生成物の解析 
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